
鯉
鯨鞭

療誇
灘鰐

叢

.

弥
爾

一説

地
租
に
書

・
箭

欝

附
加
律

-…

輩

補
土

柿

戸

正

雄

歴

史

の

本

領

…

…
…

・…

法
學
里

.財

部

静

治

ヘ

ン
リ

i

・ジ

・
ー

ジ

の
土

地

國

有

論

…
・…

法
華
博
士

河

.
田

嗣

郎

難

鵜

の
甦

を
撃

…

…

　--…

・
學
里

小

州

郷

太

郎

時

論
　

米

債

蓬

と

庸

牟

命

-
…

-
.
・-
-
.輩

里

戸

田

海

市

説
.

苑

、
日
本

経

済

史

研

究

の
必
要

と
困

難

…

…
・-
産

軍

士

本

庄

榮

治

郎

枇

界

留
　

易

概

観
:
.…
..
..
・…
・…
法

翠

玉

小

島

昌

太

郎

.

京

都

市

小

學

校
教

員

生

計

調

査

..・…
…
…
…
法

學

士

汐

見

三

郎

正

常

需
要

供

給

の
動

的
考

察

ご
時

の
要

素

・・,・洪

學

士

石

川

興

二

特號
、い

一
じ

＼
浄 一..一一.幽一

「
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鯉

濟

論
.叢

'

第
十
こ
巻

第

一
號

(麺
毬
閣
内
+
出
撃

大
正
十
年

一
月
獲
行

. -

二A

言嗣

一 噛 し

冨兄

ρ

r

地
租
に
於
け
ろ
特
別
穐
封
附
加
税

■

耐

戸

正

雄

ラ

響

(
、諏

研
究

の
目
的
仁
説
述
の
順
序
)

く

ラ

ラ

第

一
段

附
加

書

し
て
の
地
租

〔↑
附
加
種
の
各
部
地
方
的
な
ろ
長
所
A
行
政
上
の
長
所
の
長
所
其
も
の
・
簡
単
便
利
肘
其
結
果
り
経
費
小
助
貢

ラ

ド
コ

コ

て

く

く

く

く

櫓
小
響

整

の
長
所
唆

所
其
あ

、
饗

小
饗

藁

、
羅

小
謬

袈

の
画
筆

局
的
な
・
長
鳴

各
地
方
間
の
關
係
に
攣

る
あ

く

く

の
長
異

あ

・
轟

・
統

雲

高

其
繋

・
貢
碧

通
馨

鷺

国
家
身

に
學

ろ
あ

田
圃
税
義

攣

る
き
丑

嘉

得
ろ
こ
渇

く

　

く

く

国
税
の
基
礎
材
料

の
蒐
集

に
つ
き
地
方
た
し
て

}
履
多
く
助
力
な
駕
さ
し
む

ろ
な
得

る
・、
ざ
)

ラ

　

第
二
段

特
朋
税

ピ
し
て
㊨
地

租

(↑
公
平
課
税
上
A
附
加
税

に
て
得
ら
れ
難
き

公
準
の
得
ら
ろ

」
ζ
ε
粉
附
加
税
に
偉
ふ
特
別
な
ろ
不
公
平
な
き

く

く

炬
得

る
こ
ε

い
国
税
に
冤
れ

ざ
る
不
公
早
か
滑
長
す

ろ
弊
な
き
ね
得
る
こ
き

ろ
國
溌
改
頁
な
阻
止

す
ろ
弊
な
き
々
得

ろ
こ
ご
⇒

財
政
政
入
上
、
暫

く

く

く

ロ

ラ

ナ

ラ

富
可
動
三
課
税
斟
酌
上
、
利
金
原
則
の
斟
酌
、
肚
會
政
策
上
の
考
慮

、
各
地
方
響
情

に
適
切
な
ろ
注
意
四
貢
櫓
感
知
上
A
貢
旛

分
散

に
よ
り
臨
き

し

資
態

塞

ぜ
・
む
を

南

羅

嬉

し
重
と

い
ふ
境

穂

芒

め
・
ミ

も

器

嚢

気

虚
璽

。少
溜

響
.
㌔あ

落

上

(

(

論

説

地
組
に
於
σ
る
特
別
視
謝
附
加
税
.

、

第
十

二
巻

(
第

一
號

}
)

.
「

咀

電

、
.



論

説

地
租
に
於
け

る
特
別

視
野
附
加
税

'

第
十
二
巻

(第

[
脇

こ
〉

ご

及
経
費
支
出
上
A
地
方
自
治
ん
進
め
地
方
人
民
及
富
局
の
責

任
鶴
寿
向
上
ぜ
し
む
る
・
;
」
B
随
て
纒
費
支
出

々
撰
重
に
し
節
約

ぜ
し
む
乃
こ
こ
γ

(

(

結
論

(全
家
要
旨
)

、

緒

言

^

↓
前
々
#
に
前
論
交
に
於
て
地
租
の
地
方
擁
ざ
し
て
の
重
要
ε
其
地
方
税
ξ
し
て
の
課
税
標
準

ε
を
述

べ
た
が
パ

(之
論

轡

重

要
問
題
が
今

一
っ
残
っ
て
居
る
。
其
髭

地
租
を
地
方
特
別
撃

寫
す

べ
き
や
、
將
薦

加
税

ε
爲
す

べ
き
ゃ
ε

い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
此
は
實
は

[
部
は
前
記
論
文
に
て
鯛
れ
た
所
で
あ
る
が
、
街
其
他
に
論
究

す

べ
き
数
多
く
の
も
の
が
あ
る
か
ら
、
其
を
弦
に
述

べ
や
う
ε
思

ふ
。
そ
し
て
其
め
地
租
の
特
.別
視

`
し
て
適
當

か
附
加
税
ピ
し
て
適
當
か
を
説

く
に
就

い
て
は
、
先
づ
以
て

一
般
に
地
方

に
於
け
る
特
別
枇
勤
附
加
挽
問
題
を
明

コ

に
す

る
を

要
ず

る
が
、
其

に
は
私
が
嘗
て
獲
表
し

左

一
小
交
が
あ

る

か
ら
、
今
暫

ら
く
其

に
譲

り
.
,
藪

に
は
地
租

に
の
み
關
す

る
事

項
を
説
く
。

其
所

輪
中

、
琶

論
文

ξ

祇
鯛
す

る
だ

け
に
於

て
は

、
私

の
現
在

の
意

見

は
勿
論

、

新

し

い
此
論
文

に
存
す

る
。

ラ二
本

女
説
述

に

つ

い
て
は

、

先

づ
地

方
地
租

を

國
挽

附

加
税

`
す

る
の
利
、

随

っ
て
特
別
視

ざ
す

る
の

弊

を
誘

(き
、
次
ぎ

に
特

別
視

ご
す

る
の
利

、
随

て
附

加
税

己
す

る

の
不
利
を

説
く
。

そ
し
て
其
間

に
自

ら
全
艦

上
、
特

別

税

の
長
所

の
多

く
且

つ
勝

れ

る
こ
ε
を
明
に
し
ゃ
う

ε
思

ふ
。

ユ)拙 著、財政縄濟及壮會問題叢書第一朋、772頁 以下



第

一
段

・
附

加

税

と
し

て

の
地

租

,

へ

.

地
方
的
地
租
は
之
を
國
鑑

租
の
附
加
撃

す

・
・
　ξ

出
来
、
.特
別
聾

す
る
・
竃

出
来
る
。
園
家
が
既

最

租
暮

㊧

ら
ば
、
其
鷲

は
地
育

て
も
地
要

撃

・
已

て
、
聾

、
特
別
税
地
租
を
撃

・
の
は

霧

で
あ
り
・
勢
ひ
共
國
視
歯

す
る
附
加
税
与

る
の
簡
軍
な
る
を
響

・
ざ
、
篤
し
(註
こ
、
其
に
て
土
皆

閲
す
る
給
付
能
力
を
捕
捉
す

る
に
於
て
足
ら
ざ
る
所

の
補
充
ε
か
、
利
益
原
則
の
加
味

ε
い
ふ
が
如
き
・
ε
奮

、

は
・
別
に
土
地
に
」攣

る
交
通
税
・
例
之
土
地
移
韓
視
、
土
地
趨

馨

を
利
用
す
る
の
外
な
音

こ
苫

陰
る
。

が
併
し
今
藪

に
租
視
改
革
を
行
ひ
、
新

し
き
理
想
的
な
る
租
税
制
度
を
作
る
方
針

に
て
樹
由

に
視
程
を
取
捨
す

る

ε
い
ふ
こ
ε
を
假
寇
す

る
な
ら
ば
、
態
々
地
方
的
地
租
を
附
加
税
ε
す

る
こ
ε
は
必
ず
し
も
探

る
に
及
ば
澱
。
む

し
ろ
大
艦
上
、
國
枇
ざ
し
て
は
地
租
を
探
ら
杢
、
地
方
税
ε
し
て
の
地
租
を
探

る
ε
七
て
之
を
特
別
視

ε
偶
す
馬

即
ち
地
租
毛

・
窺

鑑

租
の
み
藻

・
の
が
蕩

の
如
・、
思

量

、
。
併
し
附
加
穐
曙

地
租
。
濃

所

が
令

な
い
蕊

ふ
の
で
は
な
い
。
.試
み
に
之
を
嬰

を

房

㌍

で
ゑ

て
、
大
禮
二
警

別
つ
・
嘉

出

家

る
.

「
は
各
部
地

方

的
の

こ
ε
で
、
他

は
国
家
全

局
的

の
も

の
で
あ

る
。

藷

じ
.
。
ツ
ソ
旨

く
吸

霧

が
国
璽

し
て
存
攣

・
港

に
、
市
町
村
轟

合
轡

画
家
的
に
賦
課
・
れ
た
・
孜
蕃

の
附
加
税
に
指
定

の

　

'
.
せ

ち
る
Ψ
ヒ
.
.

論

説

増
穂

に
誕
け

る
特
別
視
野
附
加
砥

第
十
二
巻

(第

一
號

三
)

三

2>Lotz}Fw.S.3夢3.

、
～
.



「

論

説

、
地
租
に
於
け
る
特
別
脱
掛
附
加
税

第
十
二
巻

(第
「
號

四
)

四

ラ一
附

加
椀

の
・各
部
地

方
的
な

る
長
所

〔
一A

行
政
上

の
長
所

(
.

圏

ラ

.

⑮
其
長
所
其
も
の
f

・
し
査

、
附
加
税
で
あ
れ
ば
、
之
を
特
肌
聾

し
て
態
々
地
方
多

で
設
定
す
る

・
芒

て
、
棚
方
復

上
簡
讐

上
て
便
利
な
甚

い
ふ
彦

断
書

れ
な
い
(註
二
).
附
加
税
の
本
税
砦

駐

め

の
設
定

に
は
諸
多

の
面
倒

が
あ

る
に
も
せ
よ
、
.地

方
行

政

ε
し

て
之

に
附

加
税
を
課
す

⑥

の
ば
洵

に
輩

に

一.學
手

一
投
足

の
勢

に
過

ぎ
な

い
。
.

.

(註
二
)
.
。
ツ
。
は
附
加
税
接

り
て
瓶
華

務
讃

禽

讐

な
・
三

ひ
.
ア
f

㌻

ζ

附
袈

の
高
さ
の
決
裂

叢

濃

ろ
璽

に

暮

。、
ろ
.、爲
し
、
.。
,
ン
ス
キ
占

附
袈

の
慧

理
由
ε
し
て
、
其
叢

の
容
豪

等

蔑

曹

し
…

孟

國
に

　

附
加
需

度

集

る
も
の
め
・
異

業

の
容
曇

・
接

…

い
ふ
唐

・
。
そ
堤

李

1

占

附
加
鍋

度
ぼ
地
方
財
馨

管
悪

馬

蟹

熱

し
、
雇

明
瞭
蕊

し
、
一
婁

用
少
書

の
蕊

し
、
鍵

霧

奮

爲
め

に
〔唐

音
の
売

残

鼠

に
摯

る
保
難

興
ふ
る
・
故
に
払

拭
蓮

に
蔑

す
ろ
、
ピ
尋
避

な
い
.
夫
の
英
・
の
騎

璽

が
、
重

美

し
奈

塞

…

つ
萎

米
国
・

・
疑

職

の

原
因

定
な

つ
大

ε

い
ふ
て
居

ろ
。

ラ

ラ

修
業
結
果
一

ε
し
て
は
・
財
政
上
脛
費
を
し
て
其
れ
だ
け
少
老

済
ま
し
む
ξ
い
ふ
こ
ε
が
あ
b
(註
三
}・

(

ラ
又
2
人
民
の
負

櫓

も
が

其
れ

だ
け
少

く
て
済

む

と
い
ふ

こ
ざ

に
も
な

る
。
.

((警

「)

。
ツ
シ
ア
し

・」

ベ
ル
・
繊

餐

の
少
き

ミ

爾

鍵

の
長
所
・・爲
し
・
・
㌻

バ
・
註

附
加
灘

系
が
財
整

市
町
村
の
特

段
な
・
賦
養

徴
嚢

讒

し
得
る
の
故
奇

し
て
馨

・へ
喜

の
で
み
を

い
瓠

如
何
に
も
此
等

の
擾

附
加
税
の
長
所
で
あ
り
、
洵
・
好
都
合
事
で
あ
る
。
併

し
相
撃

設
く
を

し
て
は
此

Lotz,a・a・0・5.21r.503.Eichelmann,Systemd .Gemeindebe5teuerungiロ3)

E星sass-Lothringe【], 〔Gemeinde丘nanze;1 .L)187.S,
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「

、

の
如

き

こ
ε
.の
み

に
依

り
て
問

題
を
決
す

る

こ
ご
は
出

来

戯
。
此
等

は
夫

の
租
税

原
則

に
考

ふ

る
ざ
結
局
,
最
小

費
原

則

に
締

す

る
が
、
.此
は
公
平
原
則

や
.財
政

的
原
則

や

に
比
し
て

ぼ
重

き
を
成
す

に
足
ら
な

い
(註
四
)
。
租
税

を

被

る

に
當
り

て
公
巫
丁
の
要
求
や
牧
人
⊥

の
必
要

や
が
命

ず

る
な
ら

ば

、
行
歌

上

の
面
倒

や
徴
牧
費

の
増
嵩

の
如

き

怯
む

し
ろ
犠
牲

に
供

し

て
特
別

の
施

設
を
行

ふ
の
外

な

P
。
呪
や
附

加
税

が
徴
牧
貰

の
少

ぐ

て
済
む

ξ

い
ふ

こ
ご

も
、
地
租

に
つ
い
て
見

る

ξ
、
附

加
税

の
恥
挽

た

る
国

税

に
於

て
大

費
用
を
要

し
て
居

る
の
に
反

し
て
、
.地

方
特

別
視

`
な

れ
ば
小
費
用

に
て
済

む
ざ

い
ふ
こ
ビ
が

め
与

、
國
地

方

を
通
じ
τ
考

ふ
る
に
於
て
は
附

加
税

の
場

合

の

方
が
ゐ
む

し
ろ
特

別
視

(國

視
な

き
塵

に
於

け

る
)
の
場

合

よ
b

も

}
層
多
費

`

い
ふ

こ
ピ
に
も

な
る
。
で
附

加
税

の
小
農

ε

い
ふ

こ
ご
は
.輩

に
地

方
財

政

の
み
よ
り
見

た

こ
ε
に
止

ま

り
、
大
局
上

に
は
そ
ん
な

に
重

い
こ
ε

で
は

な

い
ε

い
ふ
こ
ε
に
な

る
。

〔註
四
)

ナ
ソ
パ
ー
マ
ン
に
曰
く
、
簡
単
ご
い
ふ
こ
ミ
の
重
要
に
誇
張
し
て
に
な
ら
ね
。
法
律
は
機
械
に
比
す
べ
く
、
其
目
的
に
一致
す
う
だ
σ
に

の

て
之
起

一
暦
簡
箪

に
成
形
す
れ
ば
、
.一
風
貫
く
叉

一
尉
縄
濟
的
な

う
も
の
で
あ

る
ε
。

R

財

政

上

の

長

所

一

)い
其
長
所
其

も

の
一

ε
し
て
は
、
経
費

が
少

き
を
得

る
ε

い
ふ
こ
ご
で
あ

る
。
其

は
前

に
い
ふ
如

く
附

加

く

税
で
あ
れ
ば
徴
税
.喪

の
少

く
て
済
む

ご

い
ふ
こ
.ご
が
あ

る
が
》

其
外

に
叉

、
附
加
税

に
て
は
自
ら

高

さ
の
制

限
が

定
め
ら
れ
藍

垂

、
本

税
其
も

の
も

が
地
租

の
場

合

に
は

特

に
不
動

ε
な
る
か
ら
、
地

方
團
艘

に
て
此

地
租
附

加
税

か
ら

増
牧
を
得

て
経
費

を
膨
脹

し
や

う
ε
し

て
も
甚

だ

困
難

ご

い
ふ
ご
ε
に
な

る
。
然

る
に
特

別
視

で
あ
れ
ば
假

輪

読

地
租
に
於
け
る
特
別
税
封
附
加
稚

第
十
二
巻

(第

一號

五
)

五

5)Oppermann,Geme重ndesteuerre長)rm.S・.23.

、.



論

甜
肌

地

租

に
於

曲り
ろ
騎

凱伽
激

附
加

税

笛
四温丁
一
州巻

(蟹
叩
一
號

↓
ハ
)

山
ハ

令
之
.に

っ
き
法
定

の
或
標
準

が
存

在

し
て
も
、

さ
引
附

加
税
の
場
合

ほ
こ

に
窮

屈
な
も

の
で
は
な
く
、
且

つ
又
自

動
的

に
増

牧
を
生
す

る
の
可
能

も
大

で
あ

っ
て
、
自
ら

経
費
膨
脹

を
誘

ひ
易

い
こ

い
ふ

■こ
ε
を
免

れ

兎
。
即

ち
附

加
税

は
地

方
財

政
を
節

約

に
導

き
、
特

別
挽
は
多
少
濫

費

を
促
す

己

い
ふ
こ

ε
が
あ

る
(註
六
)。
或

は
附
加
椀

で
あ

る
ε
賦
課

が
容
易
で

あ

る
か
ら
、
徴

牧
費

残
少

く
て
済

む

に
し
て
も

、

[
般
経
費

を
膨
脹

に
導

き
易

い
ε
い
ぶ
こ

ε
も

い
は

る

、
が
(註
七
)、
其

は
實
例

に
よ

る
も

さ
う
著

し

か
ら
す

、
特

に
地
租

な
ご

に
は
當
ら

な

い
(註
八
)
。

の

(註
玉

響
.
ブ
イ
ス
チ

ン
グ
は
曰
く
、
市

町
村
の
課
税
耀
の
制
限
に
附
加
税

の

一
定

の
高
さ
の
制
限
等

に
よ
叫
て
行
は
る
ピ
。
凡
べ
て
附
加
税

に
に
此

制
限
が
あ

る
。
我
邦
の
地
租
附
加
税
等
亦
同
じ
。

の

(註

六

}

プ
ル

ツ
・フ

に
市

町
村

に
地

租

の
委
譲

さ

る
㌧

こ
ご

に
依
り

て

、

不
要
な

る
出

費

に
誘

は

ろ

ご

い
ふ
。

£
旺
t
)

ピ
リ

ン
ス
キ
ー
巨
附
加
穫
り
容
易

こ
い
ふ
ご
ピ
の
反
面
に
痕
費

に
導
く
ミ
い
ふ
魅
一が
あ
ろ
。
ポ

予
ば
市

町
村
附
加
税

に
反
封
す

ろ
、
此

が
頗

る
容
易

に
賦
課
す

る
た
得

る
の
故

に
、
市
町
村
行
政
が
鷹
揚

に
浪
費

こ
な

ゐ
ご

ビ
ひ
、

ニ
ッ
チ
も
亦
地
方
附
加
税
が
冗
費

に
誘

ふ
ご
ミ
心
否

の

む
躬
ば
す
ε
い
ふ
て
居
る
o

(註
八
)

ビ
ル

ン
バ
ウ
ム
は
日
ぐ
、
簡
単
な
ゐ
決
議

に
依
っ
て
市
町
村
税
々
若
干
百
分
率
だ
け
高
冷

ろ
・
ーミ
は

、
地

主
庵
主
及
螢
業
者
其
も
の
心
高

春
税
ド
て
(特
別
税
に
て
)課

マ
み
よ
り
も

「
暦
容
易
な
ろ
の
故

に
、
市
町
村
に
凋
立
の
租
税
盤
系

の
場
合
の
如
く
而
か
く
簡
約
的

に
縄
済

し
な
い

の

こ
書

、
な

ろ
で
あ

ら

う

こ

い
ふ
附
加

税

ド
反
射
す

ろ
設

ば

、
普

魯
西

の
事
情

な

指
示

す

る

こ
ピ

に

二
剛

て
破

ら

ろ

＼
所

弔㌧
あ

る

こ
。

うろ
其
結
果
f

ご
し
て
は
矢
張
り
、
そ
れ
だ
け
人
艮

の
負
据
も
が
少
く
て
済
む
ご
云
ふ
こ
憾
に
な
る
。

成

程
、
右

の
財
政

上
経
費

が
少

ぐ
て
済

む

こ
`
特

に

濫
費
を
慎

む

志
ε

、
な

る
こ
ε
は
附

加
税

の

一
の
利

益

に

は
相
違

な

い
が
、
今

日

の
地

方
財
政

の
實
情

か
ら

い
ふ

ε
、
斯

か
る
消
極

的

の
こ

ε
よ
り
は
、
=積
極

的

に
牧

人
の

6)

7)

8〕

9>

Fuisしing,Grundz輪ged,Sヒeuerlehre.S.2.

Bilinski.a.a.O.S.247.

Bilinrki.a..a.0.S.193.

Blmbaum,a.a,0.S.11

97.Nitti,1.c.P.714、

.



,

誰

増
加

の
得
ら

る

、
途

あ

る
こ
ε

が
緊

要

で
め
.つ
て
、
其

の
矯

め
に
は

附
加
税

で
は
却

っ
て
困
ま

る
こ

い
ふ

,、一
ε
に

な

る
コ

之

に
比
す

る
に
於

て
夫

の
利
益
は
實
は

そ

ん
な

に
重

く

は
な

い
こ
ε

に
な

る
。

二
附

加
、税

の
圃
家

全
局
的

な
る
長
所

ー
ーA

各
地
方
間

の
關
係

に
厨
す

る
も

の

ー
ー、

.い
其

長
所
其

も
の
.一

ε
し

て
は
負
捲

の
統

,一
公

卒

を
得

る

こ
・こ
が
附

加
税

の
長
所

で
あ

る
。

特
別
視

で
め

(

る
ご
、
動

も
す
れ
ば
各
地
自
ら

麗

々
な

る
標
準

及
高

さ

の
地
租

を
行

ふ

こ
ε

に
な
り
、
而

か
も

近
隣

地
方

に
て
異

っ
た
地
租
を
も

つ
こ
ε
ド
な
る
の
不
公
準

不
統

一
を
生

す

る
(註
九
　。
然

る
に
附

加
税
で

あ
.れ
ば

假
台

金
國
各
地

、

同

=
尚
さ
の
税

こ

い
ふ

こ
ご
は
出
来
な

い
に

せ
よ
、
少

く

こ
も
諦

視
標
準

だ
け
は
全
國
同

一、に
.な
り
、
之

に
よ
り

て
一艮
か
れ
悪

か
れ
各
地

が
略
ぼ

同
様
な

る
地
租
を

も

つ
こ
ご
に
な
り

、

一
尉
旧
公
午

ξ
な

b
得

る
。
特

長
土
地

は
夫

の
動
産

や
纏

業

の
如
く

可
動
的

の
も

の
こ
異
b

、
或
地

方

の
負
措

が
重
《
他

の
地

方

の
が
輕

い
か
ら

こ

い
ふ
て
他

、

地
方

に
持

行
く

こ
ご
の
出
家
ざ

る
も

の
故

、
英

貨
措

が
地

方

方
々
に
て
輕

重
差
等

の
人

な
る
.こ
ε
の
望

ま
し
巻
も

の
で
な
く

、
成

る

べ
く
企
國
平

等
負
推

に
近

き
こ

ε
が

可

で
あ

る
。

比
熱

よ
り
見

て
附
加
税

は
特

別
税

よ
り
も

よ

り
貫

き
も

の
で

あ
る

〔註

}
○
)。
一

(註
九
〕

ミ
シ
ユ
ラ
τ
は
曰
く
、
市
町
村
の
濁
立
椹
ε
關
嚇
し
て
、
市
町
村
課
税
に
於
て
各
箇
の
近
接
地
方
に
全
く
不
平
等
な
ろ
将
櫓
な
生
ず
ろ
の

.

0

み
な
ら
で
、
国
家
的
粗
漉
立
法
か
擾
乱
す
る
所
の
鎌
雑
舟
生
チ
ろ
こ
ピ
葎
認
め
し
む
る
ε
。

(註
脚
O
∀

N
入
テ
ー
ブ
ル
に
附
加
税
が
一層
憂
事
な
ろ
責
携
の
分
配
に
適
ふ
こ
ε
な
認
む
。

諭
,
眈

地
租
に
於
げ
ろ
特
別
種
到
附
加
競
.

第
十
二
巻

(
m
一続

七
)

七
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.

ノ

唱

.

輪

読

地
租

に
於
け
.ろ
特
別
税
…罫
附
加
税
.
.

第

十
昌
巻

(笛
窯

號

八
)

・八

ラ価
其
結

果
.
一

各
地

の
土
地
負
耀
を
概

観
す

る

こ
ε
の
容
易

に
な

る
こ

い
ふ
こ
ピ
に
も
な

る
。
之

に
よ
b
各

ノ

地
間
の
.負
欝

毒

も
舞

・
爵

せ
ら
れ
、
.其
國
の
地
覆

警

之
に
穿

べ
き
外
國
の
其
ε
の
比
較
も

恵

容
易

に
な
b
、
随

.つ
て
叉
地

租

に
於

け

る
改
頁
も

が
行

は
れ
得

る
こ
ε
に
な

を
。
此
黙

に
於
て
附
加
税

が
特

別
視

よ
り

は
有

利

ざ
い
ふ

こ
ε
が
出
来

る
。

成

程
此
公
孕
統

一
、
改
良
容
易

ぜ

い
ふ

ご
ε
は

重
大

な

る
こ

ご
で
あ

っ
て
、
其

に
於
て
附
加

税
が
勝

る
ご

い

へ

ば
蕪

か
ら
し
て
儀

の
肇

麦

が
和
毛

あ
る
。
併
し
豊

春
暑

い
ふ
・
巴

は
別
に
後
碧

い
ふ
醗
碍

が

あ
、つ
て
、
此
威

に
い
ふ
黙

の
み
か
ら
の
み
見

る

こ
ご

が
出

來
な

い
の
み
な
ら
す

、
公
準

統

一
ぜ

い
ふ
も
特

別
税

制

の
下
に
も
大

な

る
度

に
於

て
保

た

る
る
こ
ゼ
が
出

來

て
、
附

加
税

の
み
の
專
有
物

で
な

い
ご

い
ふ
こ

ε
が
あ

る

其
は
元
來
地
方
團
膿
は
租
税
に

つ
ぎ
絶
対
白
青

を
も

つ
べ
き
も
の
で
な
い
か
ら
(註
≡

・
特
別
枇
制
の
下
に
て

も
其

に

つ
き
國

家

に
於

て
或
標
準

を
指
示

し
、
高

さ
に

つ
い
て
も
或

制
限
を
附

し
、
其
設

定

に

つ
ぎ
政
府

の
認
可

を
輕

せ
し
む

る
こ

ε
が
出
乗

る
(註
三

)然

る
ε
き
は

人

な

る
程

度
に
て
塗
國
統

一
が
保

た
れ
、
全
艦

の
通
観

が
出

家
得
・
.老

に
馨

。
即
ち
特
別
欝

巳

て
も
全
然
地
方
に
皇

的
に
定

・
し
む
る
の
で
争

て
・
九
綱
を
中

央
に
於
・
握

っ
喜

・
こ
巨

詫

ば
、
大
し
て
統

一
雫

姦

ら
…

{

な
く
て
濟
む
・
斯

く
す
る
な
ら

ば
、
附
加
税
折
角

の
功

麓
.も
相

射
的

に
大

し
た
も

の
で
な

い
ε

い
ふ
こ
ご
に

な

る
淘
.

蒔

=

)

充

グ
ト
蟻

方
團
醗
の
灘

裡

圃
家
の
承
認
に
夢

。
国
家
髭

に
つ
自

己
の
餐

必
要
"与

る
制
限
葎
附
す
急

傅
き

い



■

ひ
㍗

フ
イ

ス
チ

ン
グ
に
画
家

の
承
認
及
規
定
よ
7一
濁
立
し
た
ろ
地
方
課
稔
欄
に
、
画

家
の
最
高
欄
の
寛
骨
た
妨
げ

、
義
務
者

に
射
し
て
画
家
的
給

付
な
行

ふ
こ
ミ
な
困
難
か
ら
し
め
・
結
履

画
家
冒
的
の
實
行
な
疑
問

た
ら
し
む
る
。
此
故

に
画
家
に
は
最
高
共
同
團
罷

ε
し
て
全
租
税
制
度
の

規
完
及
監
督
が
留
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

め
ミ
い
ひ
、
ビ
ル

ン
バ
ウ
ム
も
市
町
村

に
つ
ミ

に
欝

畠

の
意
味

に
於
げ
ろ
租
欝

治
に
騙
し
な

・
い
何

叢

れ
ば
此
に
整
頓
し
た

る
財
政
ね
有
す
る
整
頓
し
ぬ
ろ
画
家
制
度

に
て
ば
自
ら
禁
止
す
る
所
で
あ
る
か
ら

ミ
い
ふ
。

雫

リ

ユ
ー
ば
画
家

の
地
方
に
封
ず
ろ
租
税

に
つ
音
て

の
監
督

は
正
賞
に
し
て
有
益
で
あ

み
ざ
い
ひ
、
セ
リ
グ

マ
ン
も
各
地
方
團
醗
に
於
け
ろ
課
税

の
自
由
に
租
税
の

一
般

計
霞
(
画
家

の
)
海
破
る
こ
ε
な
許
し
て
ば
な
ら

ね
こ
い
ひ
、
バ
λ
テ
ー

ブ
ル
も
租
税

の
貴
行
の
自
由
が
地
方
團
盟

に
許
爵
ゐ
べ
寺
範
園
に
注

意
深

ぐ
制
限
さ
札
な
く
て
ば
鉱
ら
ね
ピ

い
ひ
、
リ
グ
ナ
ト
ば
近
代
の
圃

家
親
友
国
家

の
財
政
利
益
の
考
慮
が
通
例

、
自
治
磯

の
課
税
纈
の
或
制
限

な
種
種
の
懸
揮
、
徽
攻

方
法
、
税
率

の
高
さ
及
消
艶
種
の
各
箇

の
物
艘

に
に
つ
き
確
定
し
叉
は
断
定

し
た
。
1

地
方
の
租
娩
の
選

擦
及
高
さ
に

於
て
国
税
の
上
の
考
慮

が
標
準

こ
な
ら
な
げ
れ
ば
な
ら
殿
ε
い
ふ
。

エ
ー

ベ
ル
ヒ
が
地
方
團
陛

の
課
税
溜
が
物
的

に
制
限

ぜ
ら
ろ
ε

い
ふ
も
此
等

助

こ
同
意
義
で
む
る
。

(註

一
=
V

フ
グ
ナ
ー
は
隊
大
陸
で
は
附
加
税
で
も
特
別
税
で
も
其
高
さ
の
決
定
が
涌
例
、
自
治
艦

に
の
み
任
か
劣
れ
な

い
。
法
定
の
最
高
限
ん
超

麟

ゆ
ろ
ピ
音
に
は
国
家

の
認
可
た
要
す
う
も

の
ε
す
る
。
そ
し
て
其
ば
滴
富
で
あ
る
ピ
い
ふ
瀞
而
し
て
普
魯
西
に
て
ば
市
町
村
地
租
に
つ
き
市
町
村

に
特
別
硯
海
探

る
こ
足
が
許
さ
れ
た
が
、
之
に
射
し
て
は
監
督
官
顯
よ
り
の
認
可
な
要
す
る
所
の
租
税
條
例
た
出
す
べ
き
も

の
ピ
な

っ
て
居
る
。

詳
し
く
い

へ
ば
監
督
官
臆
の
認
可
な
得

た
ろ
特
別
條
例
の
下

に
時
側
々
課
税
襟
準

ε
す
ろ
地
租
な
惟

ろ
か
、
大
砲

葱
制

に
依

る
憂
帳
地
租
な
画
定

瑚

標
潅
下に
從

つ
.て
採
る
か
の
…選
掃
が
地
方
圃
艦
に
與

へ
ら

ゐ
L
。

　B

国

家

自

治

禮

に

踊

す

る

も

の

(

圏

うい
國
税
ε
瓶
燭
す
る
こ
ε
な
き
を
得

る
こ
ピ
コ

特
別
視
で
あ
れ
ば
各
地
勝
手
の
取
方
を
し
て
國
視
を
破
壊

(

し
之

に
迷

戚

を
生
す

る

こ
ε

、
な
り
得

る
が
、
附
加

税

で
あ
れ
ば
至
く
国
家

の
定
.め
だ

る
様
式

に
從

ふ
外

な

き
こ

遣
で
あ

る
炉
ら

、
左

様

の
こ
ε

、
は
な
ら

蹟
(註
一
三
)
尤
も

見
様

に
よ
れ
ば

、
附

加
税

の
係
累

の

つ
い
て
居

る
こ
ご

輪

観

地
租
に
於
げ
ろ
蒋
別
税
劉
附
加
税

第
十
二
巻

(第
一
號

九
)

先

、

S.83.Fuisting,a.a.0.S.2,Birnbaum,a、a.0.S.g.Beaulleu.Borghヒ,Fw.工2}

1.c.P-709.Seligman,Essaysmtaxatめn・8edp・367・Bagtable,1・.c・P409・
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.i.

ノ

論

説

地
租
に
於
け
る
特
別
視
野
附
加
税

第
十
二
巻

(第
一
號

一
σ
}

.『
σ

其

事

が
、
・
国

税
の
迷

栽
で

あ
り
、

之

ご
異

っ
た
取
b

方

を
す

る
方
が
国
家
を

し
て
之
よ
り

し
て
免

れ

し
む

る
所

以

ε
も

い
ひ
得

る
し
、
特
別
視

に
於

て
各
地
勝
手

の
取

方
を
す

る
ど

い
ふ
こ

ご
も
前

に
い
ふ
如

く
国
家
の
法
律

に
よ

b
統
制
す

る
こ

オ
も
出
家

る
か
ら

し

て
、
比
熱

は
大

し
て
重
き
を
成
す

に
は
足
ら

な

い
。

励

詮

一
三

)

ン
グ

ナ
ー
ば
口口
く

、
附

加

税

の
だ∬
ぼ
れ

た

の
に

、
特

別

税

の
固

視
制

度

こ

の
抵
鯛

な

恐
h
ドた

の

に
因

ろ

ご
o

うろ
国
税
の
基
礎
材
料
の
蒐
集
に
っ
き
地
方
團
禮
を

し
て

一
層
多
↑
助
力
を
爲
さ
し
む
る
を
得
る
こ
芒
、
1

特

(

,

、
別

税

で

あ

れ

ば

地

方

團

鵬

は

地

方

團

盤

、

国

家

は

国

家

ご

い
.ふ

こ

ご

に

な

り

、

地

方

團

燈

が

国

税

の
材

料

の

蒐

集

に

つ

き

予

不

騙

馬

を

定

め

る

こ

ざ

に

な

る

。

然

る

に

國

挽

に

黝

し

地

方

に

て

附

加

税

を

課

し

得

る

こ

ご

に

な

っ

て

居

る

こ

い

ふ

{

、

地

方

も

其

財

政

牧

人

上

の

利

害

に

關

す

み

所

か

ら

、
.
「
層

熱

心

に

國

税

を

援

助

τ

る

こ

ε

に

な

る

(註

「
四
)
。

尤

も

此

反

面

に

各

地

方

が

出

水

る

だ

け

自

己

地

方

の

負

措

を

他

ご

の

相

射

的

に

少

か

ら

し

め

ん

ご

し

て

努

力

す

る

ご

い

ふ

こ

ご

も

が

あ

る

〔註

　
五
)
σ

か

ら

、

さ

う

此

に

大

し

て

重

き

を

置

く

こ

ざ

は

出

來

な

い
。

(註

一
四
)

T
.ー
ベ
ル
ヒ
に
附
加
税

の
長
所
は
之

に
よ
り
て
市
町
村
が
国
税
の
正
當
な
ろ
評
定
ド
利
害
な
育

つ
こ
ε
、
な
る
に
在
り

ご
篤
し
・
ビ
ル

ジ

バ
ウ

ム
も
之
た
墨
ぐ
。

ピ
リ
ン
ス
キ
ー
は
附
加

税
の
此

長
所
な
擧
げ
て
、
但
し
正
賞
な
み
評
定
ざ
い
ふ
こ
こ
ば
・
諸
多
の
他
の
方
法
に
て
』
達

ぜ
ら
ろ
」
心
得

み
も
の
で
め

る
ご
註
し
て
居

る
。

証

一
再

工
-

ベ
ル
ヒ
に
國
税
の
敢
金
壷
眼
に

つ
い
て
の
鉄
砧
の

一
達
し
て
、
土
地
に
關
す
る
評
定
ば
誤
ε
恣
意

こ
よ
り
逃

ろ
・
こ
ご
は
出
来
な

、

い
。
階
級
成
形
に
多
く
に
問
題
こ
な
れ
る
各
地
方

の
事
情
通
の
助
力
な
受
ろ
ご
ざ
F
エ

っ
て
の
.み
行
ぱ
ろ
」
々
得

ろ
の
に
、
此
人
濫
11
利
害
關
係

君
と
し
て
其
地
域
な
低
き
見
積

に
よ
り

て
禺
来

る
だ
け
有
利
な
ら
し
め
ん
ピ
努

め
ろ
ε

い
ひ
、
セ
可
グ
マ
ン
に
国

家
攻
入
が
化
の
方
法

に
て
得
ら

れ
、
箇
人
の

一
般
財
産
動

、
不
動

)が
直
接
、
国
家
目
的
に
供

ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば

(
土
地
等

に
国
家
貢
櫓

な
く
地
方
特
別
硫
の
み
で
あ

っ

「

珊

た
ら
)、
地
方
宜
携
な
し
て
地
方
的
財
産
許
偵
心
低
く
ゼ
し
む
ろ
の
誘
惑
は
な

い
で
め
ら
う

ご
い
ふ
。

15)
16)

175
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0.1.S.」06.

0.S.523.Birnbaum,a .a,O.S,

0.S.211.Seligman:1.c.p .355、

10-II,Bilinslくi,.a.a.O.S。



.脇

第

二
段

特

別
税

と
・し
て
の
地

租

然

ら
ば
進

ん
で
地

租

を
地

方
特
別
挽

ε

し
た
ら

如
何

な

る
利
益

が
あ

る
か
ε

い
ふ
に
、
色

々
め
る
が
此

に
於

て

公
孕

課
税

に

一
層

貫
く
合
す

る
ε
.い
ふ

こ
ε

、
、
財
政

収
入
が

一
層
豊
富

な
り

ε

い
ふ

こ
冠

ε
の
二
大
利

益
が

あ

る
。

試

み
に
其

の
諸

の
長
所

を
擧
げ

ん
。

先
づ

ラ一
公
孕
課
税
上
一

よ
り
し
て
は
特
別
稔

に
は
附
加
挽

に
て
得
ら

れ
ざ
る

一
層

の
公
卒

の
得
ら
る

＼
こ
い
ふ
こ
ご

(
.

ε
、
附
視

加

に
俘

ふ
如

き
不
公
李

を
避

く

る
を
得

る
こ

惹

、
の
長
所

が
あ

る
。

ラ

ロ

A
附
加
税
に
て
得
ら
れ
難
き
公
李

の
得
ら
る

、
こ
ご
一

真
は
特
別
挽
に
て
は
附
加
税
.の
場
合
よ
り
も
課
視
標

(
.
-

準
の
修
訂
が

一
層
容
易
で
あ

る
か
ら

で
あ
る
。
凡

べ
て
の
課
挽
物
件
に
關
す

る
給
付
能
力
は
攣
遷
す

る
が
、
特

に

問
題
ぜ
な
れ
る
土
地
に
關
す
る
給
付
能
力
も
時
勢
ε
共

に
攣
遷
し
、
特
に
大
禮
増
進
し
て
止
ま
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

課
税

に
於
て
之
に
順

恋
す
る
ご
ト
・し
は
公
準
課
・税
上
、

最
大
切

な
る
こ
ご
で
あ
る
。
其
は
土
地
ε
他

の
物
件
ご
の

問
の
關
係
か
ら

い
ふ
て
も
、
各
地
方
相
互
の
間
の
關
係
か
ら

い
ふ
て
も
撚
り
で
あ
る
。
然
る
に
國
枇
で
あ
る
ピ
屡

屡
地
租
の
裸
視
標
準
た
る
璽
帳
慣
格
を
改
正
す
る
こ
ε
は
難

い
.
随
ふ
て
附
加
税
で
は
夫
の
愛
涯
に
順
慮
す

る
を

得
諏
。
唯
だ
特
別
視
ご
.し
て
狭
き
地
方
團
能
の
内
部
に
て
行
ふ
窪
き
初
め
て
良
く
此
改
訂
が
屡
グ
行
は
れ
夫
の
愛

遷

に
順
恋
す
る
こ
ご
が
出
来
る
証

=
ハ)。
故
に
此
分
季
課
税
て
ふ
根
本
的
要
求
よ
り
し
て
伺
う
し
て
も
地
租
を
地

論

就

地
租
に
於
げ
る
特
別
税
封
附
加
税

第
十
二
腸

(第
一
號

一
ご
.

一
一

,

、.



論

説

地
租
に
於
け
ろ
特
別
暁
蜀
附
屋
税

第
十
二
巻

(第

一
號

一
二
)

一
二

方

特

別

視

ご

し

な

く

て

は

な

ら

瀕

ご

い

ふ

ご

ε

に

な

る

。

或
.
は

比

熱

に

つ

き

特

に

都

市

の

如

く

地

儂

等

の

急

速

な

る
璽

化

の

行

は

る

、

腱

に

の

み

特

別

視

を

薦

む

る

も

あ

る

が

(
註
七
)
、

田

舎

こ

て

も

矢

張

り

攣

化

し

つ

、

あ

る

か

ら

、

程

度

こ

そ

異

れ

此

慮

に
も

均

し

ぐ

特

別

税

が

す

、

め
ら

れ

る

。

濁

り

都

市

に

限

る

べ
き

で

は

な

い
。

(詐
=

六
)

ロ
ツ
γ
ア
F
に
地
方
地
租
が
特
別
稔
た
み
べ
く
、
輩
な

み
国
税
の
附
加
税

ピ
な

っ
て
に
な
ら

ぬ
。
何
ε
な
れ
ば
市
町
村
に
画
家
よ
り
も

一
尉
再

々
の
更
定

に
よ
り
て
實
際
の
土
地

収
益
叉
に
債
格
な
確
如
才
る
心
得

う
か
ら

こ
い
ひ
ー
オ
ツ
パ
ー

マ
ン
も
何
な

ろ
威
に
租
税
物
件

が
最
正

當

に
捕
捉
さ
る
な
得

ろ
や
の
詮
議
が
地
租
の
地
方
委
譲
心
有
利
な
ら
し

め
た
ε
い
ひ
、
ビ
ル
ン
バ
ウ
ム
げ
国
家
的
賦
課
11
地
租
の
不
動
性
に
於
て

及
急
速

な
ろ
仮
植
推
移
ド
殖
癒

す
ろ
改
革

の
困
難

ド
於
て
、
決
し
て
沓
地
方
に
於
け
ろ
地
似

の
嶺
展
及
静
偵

に
於
σ
ゐ
箇

々
的
相
違
々
考
察
す
み

こ
ぐL
ば
出
来
な
い
。
最
善
時
間
な
要
求

に
取
ろ
所

の
賦
課
の
爲
め
に
既

に
多
少
の
不
精
密
が
現
に

る
㌧
。
此
が
或
限
界
内

に
て
の
衝
立
な
ろ
地
方

賦
課

に
て
に
、
地
方
事
情
の

一
層
頁
斗
・智
識
及

】
暦
念
漣
な

ろ
實
行
の
爲
め
に
避
け
ら
ろ
.、
な
得

ろ
ε
い
ふ
。

ロ
ー

『
ン
ば
特
に
普
魯
酉
の
實
例凋

起

つ
毒
国

家
的
に
賦
課
さ
れ
乗

る
租
税
の
妖
馳

に
到

る
施
に
多
少
明
白

に
現
に
れ

、
随
て
獅
立
規
定
の
必
要
に
殆
ん
ご
全
く
明
で
あ

る
ご
い
ふ
、

(註

一
七

)

エ
ー

ペ
ル
ビ
ば
田
舎
團
鎧
で
11
土
地
償
格
が
全
盤

上
同
等
で
止
ま
る
か
ら
、
國
椀
ド
野
す
ろ
里
蹴
る
附
加

税
で
充
分
で
め

ろ
の
に
、
都

市
で
ば
慈
漣
に
増
進
す

る
所
の
土
地
及
建

物
の
債
格
た
猫
立
賦
課

に
よ
つ
て
追
求

マ
る
こ
ε
心
勧
む

ろ
為
得
κ
一い
ひ
、
ロ
ツ
シ
ア
ー
も
市
が
人

な

れ
ば
大
な
ろ
留

柴

特
別
聾

育
つ
禽

畠

小
市
各

村
潜

在

畏

く
附
加
磐

利
用
葱

福

豆
ら
に
ボ

ル
ト
に
画
家
的
地
租

が
繁
策
す
る
都
市
圏
燈
で
に
地
方
税
こ
し
て
全
く
不
糧

田
な

ろ
基
礎
々
供
す
ろ
こ
こ
争
ふ
べ
か
ら
ず
ミ

い
ひ
、

ロ

ツ
ソ
は
特

に
大
都
市
の
事
情

に
て
ば
・
其
狡
き
團
雌
内
に
て
画
家
・ト
於

σ
ろ
よ
り

も
寄
場

に
回
期
的
に
新
し
く
賦
課

ぜ
ら

れ
ゐ
所
の
地
偵
税

に
於

油

け

ろ
地
租
の
改
革

か
人
な

る
重

畳
心
得
た
ε

い
ふ
。
.

ラB

附

加

税

に
伴

ふ

特

別

な

る

不

公

李

な

き

を

得

る

こ

ご

(

)い
國
税

に
免
れ
ざ
る
不
公
孕
を
増
長
す
る
の
弊
な
き
を
得
る
こ
ご
1

附
加
税
で
め
る
ご
、
本
税
た
る
國
税

(

18)

19)

20ノ
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に
は
.多
少

の
不
公
平

の
存
す

る
を
見

れ
な

い
の

に
、
其

附

加
挽

の
あ

る
が
矯

め
に
、
此

不
公
半
を

二
重
な

ら

し
め

る
こ
ざ
に
な

る
〔註
】
八
)。
國
挽

だ
け

な
れ
ば
、
其
不
公

子

も
ま
だ
辛

抱
す

る
を
得

る
が
、
斯

く
附

加
税
で
二
重

に

な

っ
て
は
堪

え
ら

れ

ぬ
ε

い
ふ
こ
ε
が
あ
り
、
叉
此
不

公
李

な

る
国
税

の
外

に
、
別

の
地
方
税

が
あ

れ
ば

、
即
ち

「

特
別
視

ざ
し
て
の
地

租

が
あ

れ
ば
、
此
間

に
補
償

の
行

は

る
、
こ
蓬
も
出

京
得

る
か
ら
良

い
が
、
國
税

の
不
蚕
李

を
二
重

ε
す

る
附

加
税

は
避
け

な
く

て
は
な
ら

隙

ご
い
ふ

こ
ご

に
な

る
。

即
ち
特
別
税

は
附

加
税

に
伴

ふ

が
如

き

.大
不
公
平

を
緩

む

る
の
利

が
あ

る
。
特

に
地

租

に
て
は

国
税

の
課
税
標
準

が
初

め

よ
り
多
少
不
公
卒

な

る
も

の
で

あ
b
、

「
初

め
に
公
季

ご

し
て
も
間
も

な
一
不
公
甲

ε
な

り
行

く

こ
ε
前
論

交

に
い
ふ
如

く

で
あ

乃
ε
す
れ
ば

、
此

に

い
ふ
不
公
卒
増

長

の
弊

は
地
租

に
於
て

一
層
著

し
ε

い
は
な
け

れ
ば
な
ら

澱
。
其

上

に
起
死

地
租

の
附

加
税

の

盆

々
増
徴

さ
れ
な
く

て
は
な
ら

戯
必

要

の
存
す

る
事
情

の
下

に
は

↓
居

着

の
弊
害

が
著

大

こ
な

る
鐸

で
あ
る

(註
一

坐
。(註

一
八
)

エ
ー
ベ
ル
ビ
ば
附
加
税
の
鋏
鮎
に
国
税
の
不
完
全
、
其
避
く
べ
か
ら
ざ
ろ
鉄
砧
及
不
公
平
が
附
加
税
に
轟
り
生
マ
ゐ
が
如
き
税
額
の
引

⑳

上
に
於
て

一
層
多
く
現
は
れ

、

一
瞬
山面
音
度
に
て
感
ず
ぺ
ぐ
爲
さ
ろ
㌧
こ
ζ
で
あ
ろ
ε
い
ふ
。

(註

【
狐

)

ボ
ー
リ

ユ
ー
に
地
租
本
税
が
不
公
準
に
賦
課
さ
ろ
」
ミ
き
に
、
其
附
加
税
も
亦
義
務
者
の
上
に
不
不
等
な
ろ
貢
憺

存
生
す

る
、
此
不
学

等
に
本
税

の
場
合
よ
り
も
附
加

税
に
於
て

一
尉
太

い
で
あ
ら
う
。
何
こ
な
れ
ば
毫
帳
の
誤

が
事
實
上

、
益

々
著
し
く
且

つ
有
害
ε
な

ろ
に
拘

ら
す

本
税
ば
永
き
年
以
來

一
定
で
あ

っ
て
、
附
加
税
ば
益
々
籔
摂
す
う
か
ら

ε
い
ひ
、
ロ
ツ
ツ
は
廣
く
取
益
税
の
附
加
税
に
つ
き
、
国
家
的
負
櫓
分
配

物

の
凡
ベ
ズ

の
不
完
全
11
高
き
地
方
顕
櫓

に
於
て
非

常
に
鋭
く
壁

を

い
ふ
て
居

ろ
。

ろ
国
税
改
良
を
阻
止
す
る
弊
な
き
を
得
る
こ
ご
1

地
方
附
加
税
が
あ
る
ε
い
ふ
ご
、
本
視
た
る
國
挽
自
身

(
論

説

地
租
に
於
け

る
特
別
税
封
附
加
税

第
十
二
巻

(第

一
號

=
二
)

「
三

21)Eheberg,a.a.O,S.523・
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F

論

説

地
租
に
於
け
ろ
特
別
穂
掛
附
加
種

第
十
二
巻

(第
一
號
.

一
四
)

一
四

に
於

て
時
勢

の
攣
化

ε
共

に
改

頁
を
行

は
う

ε
思

っ
て

も
、
爲

め
に
累
を
地

方
財
政

に
も
及
ぼ

さ
ん

こ
ε
を
恐

れ

『
て
之

を
躊
躇

す

る
こ
ε

に
な
り
易

い
(註
二
Q
V然

る
に
特

別
挽

が
地

方

に
行

は
れ
て
居

れ
ば

、
國
視

で

は
此

係
累
が

な

い
か
ら

、

さ
つ
さ
ε
改
頁

を
行

ふ
こ
ε
が
出
凍

る
〔酋

=
)。
尤

も
此
黙

は
地
租

の
如

く
國
檎
改
良

の
結
果

は
多

く

の
地
方
團
鵠

に
も
財
政

上
有

利
ざ
な

る
も

の
で
は
、

格
別
重

き
を
成
す

に
足
ら

松
が
.
其

で
も
或
地
方

に
は
不

利
を
與

ふ

る
こ
ご
も
あ

り
得

べ
く
随

ふ
で
多
少
夫

の
改

頁
聴
路

の
原

因

に
は
な

る
。

(註
=
O
)

ニ
ッ
チ
に
地
方
附
加
税
あ
る
が
爲
め
に
、
最
有
益
な
る
圃
家
の
財
政
改
革
が
頗
る
困
難
・こ
ぜ
ら
れ
み
こ
ピ
撫
否
む
な
侭
ね
ε
い
ひ
、
エ

わ

ー

ベ
ル

ヒ
も
附
加

税
で

は
国

家
も

が

、
市

町
村

の
租

税
事
情

に
係

臨
す

み
・
、
ε

、
な

り
癖

易

に
其
改

革

た
和

げ
ら

る

＼
こ

己
」
な

る
ご

い
ふ
♂

(註
三

v

・
　

・
・
-
旨

く
・
国
家
舞

立
市
町
村
再

考

て
畠

な
る
素

得

其
馨

　
難

易
に
肇

し
得
る
軸

ラニ
財
政
牧
人
上
-

次

に
牧
人
豊
富
且

つ
可
動
的
で
あ
っ
て
、
其
が
大
禮
増
進
の
傾
を
有

つ
亡
い
ふ
こ
ビ
は
、
今

(日
の
地
方
財
政
の
如
く

一
艦
に
駕
す

べ
き
こ
ご
多
く
し
て
財
源

の
必
要
切
な
る
事
情

の
下
に
は
非
常

に
重
要
で
め

b
鯉
ま
し
き
所
で
あ
る
(註
一三
)。
特
に
他
面
牧
入
源

の
選
揮
範
,園
の
挾
き
地
方
財
政

ざ
し
て
は
地
租
が
此

の
如
き

條
件
を
備

へ
ん
こ
ご
が
最
望
ま
し
い
(註
一三
V。
然

る
に
此
事
は
附
加
税
で
あ

っ
て
美
本
視
た
る
国
税
地
租
が

「
旦

標
準
の
定
ま

つ
だ
以
上
、
攣
更
改
正
の
困
難
な
る
も
の
に
あ

っ
て
は
之
を
期
す
る
こ
ε
難
く
、
地
方
特
別
挽
の
如
.

く
可
動
な
る
も
の
に
し
て
初

め
て
期
す

る
を
得

る
。
而
し
て
沈
黙
は
實
際
財
政
に
ε
り
て
は
實
は
最
重
要
な
る
こ

己
で
あ
る
。

(琶

三

}

ピ
リ
ン
ス
キ
ー
は
曰
く
、
市

町
村
の
上
ぼ
る
所
の
必
要

に
於
て
、
濁
立
税
拭
附
加

税
よ
り
も

廓

頁
憎
し
易

い
灘

23)

2壬)

25)

Nitti,1.c,P.714.Ehebe}『9,a.a.0.S.523 .
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●

バ
聾

葦

)

ピ
リ
ン
ス
キ
ー
ば
日
ぐ
、
市
町
村
に
は
其
往

々
に
し
て
鍵
動
す
ふ
需
要
に
於
て
可
動

的
な
b
不
動
産
税
が
興

へ
ら
れ
な
く
て
ば
な
ら

沿

-

画
家
ば
其
多
数
な

み
攻
入
に
於
薫
、
或

税
よ
り
の
不
動
攻
入

に
堪

へ
得

る
が
、
.市
町
村
に
取
り
て
ば
其
少
轍
の
税
祇
が
相
宿
な
る
屈
伸
力
な

宥

つ

こ

ε

が

望

ま

し

い

ε
o

、

.

ラ三
課
税
斟
酌
上
・1

脩
て
叉
、
地
租

に
つ
い
て
ば
利
益
原
則
の
斟
酌
、
耐
會
政
策
上
の
考
慮
、
各
地
方
事
情

に
適

切
な
る
注
意
等
を
要
す
る
。
而
し
て
此
事
は
夫
の
固
定
不
動
的
な
、
全
国
叢

一
的
な
国
税
に
謝
す

み
附
加
税
よ
り

は
、
可
動
的

に
し
て
多
少
各
地
方
別
々
ε
な
り
得

る
特
別
枕
に
於
て

一
層
頁
仁
達

せ
ら
れ
る
(註
二
四
〕。
例
之
夫

の
国
税
地
租
で
あ
れ
ば
自
ら
牧
盆
毫
帳
制
ご
な
り
易
い
が
、
さ
う
な

る
ご
、
一
旦
定

め
た
以
上
は
墾
更
が
難
く
、
土

地
の
牧
盆
及
償
幣
が
地
方
の
獲
達
及
施
設

に
よ
っ
て
増
加
し
て
も
之
を
追
求
し
て
利
益
に
適
悉

し
た
る
課
税
が
出

来
す
、
其
は
恰
も
地
主
階
級
に
不
勢
利
得
を
爲
さ
し
め
つ
、
、
之
を
傍
観
す

る
こ
ご
ご
な
b
、
叉
此
間
に
土
地
不

所
有
者
を
苦
し
む
る
こ
ξ
ご
な
る
べ
き
土
地
投
機
を
抑
制
せ
ざ
る
こ
ご
ご
も
な
b
、
文
園
枕
で
あ
る
か
ら
初

め
よ

b
及
其
後
に
な
り
て
も
各
地
事
情

の
考
慮
は
少
き
を
免

れ
な
い
。
然
る
に
地
労
特
別
税
ε
な
り
、
特
に
時
贋
即
ち

普
通
債
値

に
よ
る
こ
ご
に
な
れ
ば
、
各
地
方
事
情
も
考
察
せ
ら
れ
る
こ
ε
が
多
く
な
り
、
地
方
に
よ
り
受
く
る
利

益
の
追
求
も
出
來
、
不
労
利
得
の
阻
止
、
土
地
投
機
の
抑
制
、
住
宅
難

の
匡
正
な
ご
も
幾
ら

か
行
は
れ
る
を
得

る

こ
ε
に
な
る
。
尤
む
利
益
原
則
の
加
味
や
肚
會
政
策
の
考
慮
は
他
の
椀
例
之
、土
地
移
轄
視
、
土
地
増
債
視
に
て
も

出
来
る
け
れ
ご
ぢ
、
土
地
移
韓
税
の
和
ぎ
に
は
右
の
考
慮
ご
關
係
あ
る
も
の
こ
關
係
な
き
も
の
叉
は
少
き
も
の
こ

の
闘

の
歴
別
を
爲
さ
ざ
る
の
鮫
黙
が
あ
り
、
.土
地
増
便
視
も
仕
組
に
よ
り
て
接
、
夫

の
關
係
あ
る
も

の
の

一
部
を

論

醗

地
租
に
於
け
る
特
別
税
調
附
加
税

第
+
二
巻

(第
一號

一
五
V

一
五

26)Bilinski,a.臼.0.S.26g.
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」

.

O

論

説

地
租
に
於
け
ろ
特
別
税
封
附
加
税

,

第
十
二
谷

(第

一號

=
C

一
六

、
逸
す

る
の
恐
が

あ

る
。
矢
張
り
此
聴

鎖
制

に
よ

る
地
租

の
漏

れ
な
く

且

つ
通
常

に
夫

の
關
係

あ

る
も

の
を
税
す

る

　
の

の
勝

れ

る

に
如

か
な

い
(註
二
五
)。

ラ

.

(註

二
四
)

一
利
盆

原
則

の
餅

酌
か
ら
「

見
て
・

エ
ー

ベ
ル
し
に
附
加
税
制
度
ば
市

町
村

に
特
に
適
宿
し
た
る
溌
源
奄
開
く
こ
ε
だ
不
能
ε
す
る

(

特
に
給
付
及
反
…到
翻紺
付
の
原
則
に
附
…加
税

に
依
り

て
に
漏
尼
な
る
方
法

に
て
麻具
現
さ
ろ
こ
ε
が
山
山
來
な

い
こ

い
ひ
「
パ
ス
テ
ー
プ
ル
一μ
國
粗硯
ご
地

方
税
三

種

の
も

の
の
目
的

が
異
り

、分
配
原
則
が
異
り
、
此
二
の
も
の
の
間

の
決
定
的
分
界
が
望
ま
し

い
、、
い
ふ
。
元
応

茎

フ
レ
ー
ば
土
地
家

屋
所
有
者
が
少
く
ざ
も
間
接
に
地
方
饗

の
最
多
く

の
利
々
曳
く
る
乏

い
ふ
通
説
ば
、
凡
べ
て
の
獲

腥
し

つ
つ
あ
ら
ざ
ろ
市
町
村

に
ば
當
ら
な

い
ピ

.

幼

い
ふ
が

、
其

に
も

尤

も

な
貼

も
あ

ろ
が
、
其

に

實
際

珍
し

き

例
外

的

の
こ

ε
で

あ
ら

う
。

コ
祉
會
政
策
上
の
考
察
一

か
ら
・

ビ
ル

ン
バ
ウ
ム
は
地
租
賦
課

ート
於
げ

乃
此
蜀
立

(特
別
税
)
に
よ
り
て
、
市
町
村

に
、
土
地
所
有
の
根
本
的
捕

(捉

に
其
上
の
活
動

餓
地
が
與

へ
ら
れ

端
役
が
之
々
同
時

に
肚
會
政
策
的

に
利
用

す
ろ
.
例

之
之

に
よ
り
地
租
為
建
築
地

ご
不
建
築
地

ご
に
て
国
別

し
、
差

等
あ

る
頁
搭

な
課
し
、
建
築
随
て
住
居
事
情

の
有
利
な

ろ
成
形
に
刺
戟

ぜ
ら
る
ろ
こ
い
ひ
、
颪
ら
に
叉
彼
ば
普
通
償
値

に
依
ろ
地
租

ド
よ

矧
て
土
地
の
屡

々
更
新
さ
れ
れ
る
賦

課
を
行

ふ
こ
ミ
こ
な
り
、
假
値
事
情
に
於
げ
る
推
移
、
特

に
不
勢
価
値
騰
貴
が
租
税
に
エ
リ
捕
捉
さ
ろ
う
々

得

ろ
匿
い
ふ
て
居

ろ
。

ノ
イ

マ
y
も
亦
た
物
税

が
同
時

F
確
か
に
豊
富
な
ろ
収
入
海
藻
期
す
る
所
の
承
氣
利
得
ξ
い
ふ
特
段
な

乃
員
櫓
の
可
能
を

励

供
す

る
が
姐
く
成
形
す
る
こ
ε
層
時
代
が
要
求
す
ろ
ε
い
ふ
て
居

ろ
。

}二
地
方
學
憎
の
滴
鷹
一

か
ら
、
茎

フ
レ
ー
ぱ
特
別
税
ド
よ
り
て
各
市
町
村
が
其
需
要
及
課
税
物
件
に
關
嚇
し
て
其
個
性
た
張
挿
す
ろ
存
得
ξ

頃
ひ
ジ

グ
ナ
ー
羅

別
税
制
察

各
勢

の
誓

事
控

超

す
ゑ

誓

い
ひ
量

・
遍

・
愚

で
・
特
唇

馨

・
地
方
物
書

製

29

に
於
三

股
国
税

に
於
け
ろ
よ
り
も
り
も

一
層
良
く
具
膿
的
地
方
事
情
に
適
慮

ぜ
し
め
る
こ
こ
が
目
的

ピ
ぜ
ら
れ

ろ
ざ

い
ふ
。

(註

二
五
∀

ノ
イ

マ
ン
に
曰
く

、
固
よ
り
此

に
所
有
移
縛
税
々
考
ふ
る
こ
ε
を
得

ろ
。
一

併
し
之

に
灘
足
す

ろ
こ
こ
ば
出
來
な

い
。
揮

、
な
μ
ば

此

に
問
題
ご
な
ろ
方
法

に
て
慣
値

の
上
ら
な
か

っ
た
土
地
も
が
彊
買
ぜ
ら
れ

ろ
こ
巳
」
な
叫
、
他

方
に
に
其
債
値

の
非
常

に
上
れ

ろ
多
く
の
も
の

鋤

が
艘
却

に
齎

ら
さ
れ
な

い
か
ら
£
。

27)

28)

.29}
,30)
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ア

ラ四
賀
撚
威

知
上

(

㍉

ラA
負
櫓
分
散

に
よ
り
軽
き
負
握
威
を
生
せ
し
む
惹
こ
ご
一

附
加
挽
侮
れ
ば
既
に
国
税
の
課
せ
ら
れ
た
る
物
件

く

及

標
準

の
上

に
、更
ら

に
課

せ
ら
れ

る
か
ら

、
視
牽

の
加

重
ご
同
結
果

ε
な
り

、
.人
民

に

一
層

重

き
負
捲

を
生
せ

し

め

る
こ

ε

、
な

る
。
然

る
に
特
別
税

な
れ

ば
國
税

ε
は

別

の
物
件

叉
は
少

く

ご
も
別

の
標
準

の
上

に
課
.せ
ら

れ

る

か
ら

、
自

ら
負

捲

が
分
散

せ
ら
れ

、
軽
易

に
威

せ
ら

れ

る
傾

が
あ
る
(註
二
六
)。

め

(註

=
六
)

ぜ
リ

ン
ス
キ
ー
に
曰
く
、
貢
搬
が
別

の
も
の
に
分
散

さ
ろ
㌧
ε
音
に
其
貢
櫓

が

一
層
小
な
る
こ
こ
ば
心
理
土
羽
か
で
あ

る
ぞ遍

ラ田
圃
視

に
射
し
重
し
ご
い
ふ
戚
知
を
懐

か
し
め
ざ
る
こ
ε
一

國
視
に
地
方
附
加
税
が
あ
れ
ば
、
其
地
方
税
a

徴

税

令

書

は

自

ら

国

税

の

ε

同

時

に

配

布

せ

ら

れ

る

こ

ε

、

な

b

、

其

場

合

、

人

民

が

國

挽

ま

で

も

重

い

ε

い

ふ

の

戚

を

懐

く

こ

、

な

り

、

国

税

の

爲

め

に

不

利

な

る

結

果

に

な

る

(註

二
七
V。

併

し

特

別

視

な

れ

ば

斯

か

る

こ

ε

に

は

な

ら

ぬ

。

此

事

は

一
般

に

も

い

ぴ

得

る

が

地

租

に

も

當

る

コ

(粧

一
一七
)

エ
ー
ベ
ル
し
に
本
税
ε
附
加

税
ε
が
同

一
官
職
よ
り
徴
雌
さ
ろ
㌧
塵
で
に
・
納
税
者
あ

観
念
が
共
の
圃
家
に
向

っ
て
給
付
す
べ
き

も
り

ε
市
町
村

に
給
付
す
ぺ
善
も
の
足
に
つ
音
誤
解
を
生
ヂ

ろ
こ
ε
㌔
な

ろ
ピ
い
ひ
・

愚
ツ
チ
も
地
方
附
加
税

に
て
は
・
義
務
者
が
往

々
に
し
て
其
国

税
已

て
の
責
櫓
ミ

地
方
零

し
て
の
責
警

の
間
に
明
察

ろ
標
磐

臥
く
こ
墨

香
嘉

に
重

い
ひ
・
ビ
リ
・
ス
キ

ー
に
國
察

一
般

羅

難

有
を

、整

撃

育
つ
墓

間

で

櫓
馨

が
吝

つ
き
綿
密
に
意
識
す
ろ
爲
め
に
に
・
市
町
村
馨

眠
薬

全
禽

立
で
な
け
れ

實

な
ら
ぬ
。
此
が
附
加

税
に
に
行
に
れ
す
、
特
瑚
硯

に
よ
り
て
行
ぱ
ろ
、
こ

い
ひ
、更
ら

に
別

の
慮
に
於
て
、
人
民
特
に
教
化

の
乏
し
き
人
民

の
多

の

数

ば
大
な
ろ
市
町
村
頁
捨
な
市
町
村

の
勘
定
に
於
て
父
な
く
し
℃
画
家
の
勘
定

K
麗
く

ε
い
ふ
63

ラ伍
租
税
道
義
上
-

盧
偏
申
告
少
き
を
得
る
こ
ε
が
特
別
視

の
長
所
で
あ
る
。
國
視
に
附
加
税
が

つ
い
て
居
れ
ば

論

説

地
租

に
於
け
る
特
別
税
樹
附
加
税
.

第
十
二
巻

(第

一
號

一
七
)

】
七
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」

論

説

地
租
に
於
げ
ろ
特
別
醗
野
鮒
加
税

.

.

第
十
二
巻

(第
一
號

「
入
)

一
入

税

の
質
権

が
二
重

に
な

る
か
ら

、
愈

々
以

て
本
税

の
課

税
標
準

の
決

定

に
際

七
て
逸
脱

を
計

る
こ
ざ
が
多
図
な

る

(註
二
八
)。

特
別
視
な
れ

ば
其

黙
は
幾
ら

か
少

く
て
済

む

で
あ

ら
う
。
尤

も
特
別
視

こ
て
も
其

の
評
定

に
於
て
同
様

の
計
書
を

爲
す

も

の
が
な

い
ご
は

い

へ
な

い
。
即

ち
此

は
何
れ

に
し
て
も
免
れ

楓
こ
ピ

で
.

之
に

つ
き

さ
ヶ
署

し

い
差
異

の
あ

る
鐸

で
は
な

い
。

謝

(註

=
八
)

エ
ー

ベ
ル
ビ
に
附
加
税
に
て
ば
税
額
の
高
さ
ε
共
に
、
虚
偏
の
爲
め
の
誘

惑
が
増
す
ぞ」
い
ふ
。

㌃

ラ⊥
ハ政
治
上
及
経
費
支
出
上
1

(

鋤
地
方
自
治
を
進

め
地
方
民
及
當
局
者

の
責
任
観
を
向
上
せ
し
む
る
こ
ε
一

が
特
別
税
の
長
所
で
あ
る
。
特

く
別
挽
に
よ
り
て
斯

か
る
自
治
の
訓
練
を
績
み
、
責
任
親
を
養
ふ
て
地
方
政
治
を
艮
一
す

る
の
み
な
ら
す
、
租
税
制

度
其
も
の
も
貫
く
な
る
こ
ε
、
な
り
得
る
。
然
る
に
附
加
税
で
あ
れ
ば
偶
合
地
方
に
ざ
り
屈
辱
的
こ
い
ふ
程
で
な

影

も
努

皇

肇

奪
釜

二
・
)、」地

貫

及
當
局
の
責
任
親
藩

か
ら
.し
・
.註
一.厚

堕

て
自
ら
政
治
が

一
禮

に
不

具

面

目
.
ご

な

る

ε

い

ふ

こ

が

め

る

。

(註

=
九

)

ビ
リ
ン
ス
キ
㌃
に
理
論
的
の
観
察
貼
よ
り
し
て

い

へ
ば
特
段
な
み
市
町
村
税

ミ
附
加
税
ミ
の
間

に
屈
辱
的

ピ
い
ふ
程
の
原
則
上
の
差
異

に
な

い
。
併
し
眞

の
有
功
な
る
自
治
は
樹
立
の
市
町
村
概
に
て
の
み
可
能
で
あ

っ
て

、
附
加
税
の
下
に
は
其
は
擬
制
で
あ

み
ミ
い
ひ
、
ワ
グ
ナ
ー

ば
附
加
砒
が
行
ば
れ
た

の
に
歴
史
的
に
い

へ
ば
・市
町
村

ド
て
に
其
自
主
樒
㊨
抑
制
よ
り
観
明
す
ぺ
ぎ
も
の
で
あ
る
ε
い
ひ
、
シ
エ
フ
レ
ー
も
地
方

税
に
隊
大
陸
特
に
濁
逸
で
に
圭

ぞ」
し
て
直
接
国
税
に
於
げ
る
附
加
税
ε
し
て
登
達
し
た
が
、
此
に
専
制
時
代

の
齎
ら
し
た

る
地
方
自
主
描
の
喪
失
.

の
影
響

に
属

す
ご

い
ひ
、
ロ
ツ

シ
ァ
ー
も
俳
画
の
附
加
税
制
度
が
画
家
萬
能
F
謝
す
る
凡
べ
て
の
市

町
村
濁
立

の
消
失
ε
關
価
す
"、
爲
し
、

ロ
ツ

33)Eheberg,a.a.0.S.523・



ド

ラ

ヒ
　

ロ

ッ
も
佛
國

の
附
加
税
制

ド
つ
き
て
其
市

町
村
の
自
主
欄
が
小
に
叉
に
行
に
れ
す

ぜ」
い
ふ
て
可
ε
爲
マ
。

.
〔酔
=
昌
O
)

ぜ
リ

ン
ス
キ
ー
に
完
全
な
ろ
市
町
村
税
の
蜀
立

の
決
定
が
自

治
の
擢
利

ピ
義
務

ぐ、
の
喚
起

為
生
ず

石
で
あ
ら
う
ピ
い
ひ
、
ロ
ツ
シ
ア
ー

11
附
加
税
ば
之
存
決
定
し
使
用
す
る
官
廠
の
責
任
観

か
弱
め
ろ
こ
ε
」
な
ろ
。
何

ピ
な
れ
ば
此
が
附
加
税

ぐ㌧
し
て
唯
だ
少
数
人
よ
り

の
み
明
か
に

認
墜

ら
る
ー

ー

な
る
か
3

輪

恥
随
て
経
費
支
出
を
慎
重
に
し
節
約
せ
し
む
る
を
得
る
こ
`
1

亦
だ
特
別
税
の
長
所

で
あ
る
。
吃
に
反

し
附

て
加
視

ε
な

る
ε
地
方

の
責
任
も
輕

き
ょ
り
自
ら
経
費

支

出
を
輕

々
し
く
す

る
傾
が

あ
る
。
尤

も
其

あ
る
が
故

に
附

加
視

の
場
合

に
は
国

家
上
級
官
廃

の
監

督
も
嚴
重

に

な
る

こ
ご

、
な
り

、
随

て
附

加
税

に
て
も
大

幣
な

き
を
得

や

う

し
、
他
方

特
別
税

の
下

に
て
も
地
方

に
於

て
折
角

の
自
主
権
を

濫
用

し
て

、
節

約

を
行

は
す
過

大
な

る
経
費

を

支
出

し
、
不
真

面
目
な

る
自
治

を
行

ひ
、
不
公
卒

な

る
視
規
を
作

る

こ
ε

、
も

な
り
得

る
(註
三
こ
。

故

に
少

し
も
安

心

は
な
ら
な

い
。
随

っ
て
叉
特

別
税

の
下

に
も
国
家
が

十

分
な

る
監

督
を
行

ふ
こ
ε
を
止

め
て

は
な
ら

澱
(註
三
一じ
。
、

既

に
此
監
督

さ

へ
行

は

る

、
な
ら

は
大

し
た
不
都
合

な
し

に
夫
の
利
益

が
得

ら

れ
や
う
。
政
府

の
監
督

ご
地

方

の

自
制

ε
の
適
當

に
行

は
る

、
慮

に
理
想

が
あ
る
。

(註
記
ご

ビ
ル
y
パ
ウ
ム
に
地
方
に
租
税
自
治
の
與
へ
ら
る
」
こ
ε
に
依
り
て

市
町
村
願
に
於
け
る
…方
的
利
益
政
策
が
招
か
る
」
こ
ξ
及
帝

國
井
に
画
家
に
て
既
に
大
に
増
加
し
た
る
政
蕪
制
度
が
市
町
村
に
も
持
込
ま
ろ
」
こ
ε
が
心
配
ぜ
ら
る
」
。
其
他
餓
り
に
大
な
み
自
治
に
て
は
、

特
に
田
舎
髑
髏

が
自
治
に
よ
り
て

一
定
の
蜷
聴

の
人
々
特

に
重
く
貢
搬

煙
し
め
て
他
の
も
の
為
軽
易

ε
す

る
可
能

が
與

へ
ら
ろ
≧

き
に
、
支
出

鋤

な
爲
す
べ
く
誘

は
る
」
の
危
険
あ
り

ε
い
ふ
。
.
.

F
.

(酔
=
禺
二
)

凸田
面
円
融

一
一
及

】
二
参
昭
…
.

、

論

説

地
租
に
於
げ
る
特
別
脱
掛
附
加
税

第
十
二
巻

(第

一
魏

一
九
)

一
九
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論

説

地
租
に
於
け
ろ
特
別
脱
掛
附
加
挽

結

論

第
十
一
『巻

(第

一
號

二
〇
V

二
〇

以
上
要
之
、
地
方
地
租

を
附

加
税

ε
す

る
こ
置
に

は
若

干

の
利
盆
も

め
る
が
、
其

重

し
ご
認

め
ら

る

、
も

の
は

特

別
視

に
て
も
同
様

に
得
ら

れ
る
も

の
で

あ
り
、
其

附
加
挽

に
濁

特

の
も

の
こ

い

へ
ば
大
盟
重
く

な

い
も

の
で
あ

る
。
之

に
饗

し
特
別
視

に
は
公
李
課
税

、
財
政

牧
人

及
其
他

の
重

要
な

る
濁
特

の
妙
味

が
有

る
。
全
磯

上
特
別
視

を
勝

れ
り

こ
し

て
大
過

な
き
が
如

く

で
あ
る
。
勿
論

此
を
探

る
ε
し
て
も
、
全
然
地

方

に

一
任

せ
す

、
国
家

に
於

て

一
定

の
標
準
を

示
し
、
且

つ
其
上

に
も
認

可
等

の

監
督

を
籍
す

こ
ご
を
忘
れ

て
は
な
ら

訟
。
實
際

の
立
法
例
は

未

だ
此

に
蹄

}
は

し
な

い
が
(謎
三
三
V、
私
自
ら

の
適

當
ご
認
む
6
所

は
此
庭

に
存
す

る
。

(註
=
=
昌
)

英
風
の
レ
ー
ト
は
特
別
醗
で
あ
る
が
佛
國
地
方
地
租
は
附
加
醗
で
あ
り
、
捌
逸
に
ば
二
種
の
も
の
並
び
行
は
れ
て
居
る
。

●

●
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